
12/16 NPO法人ブリッジフォースマイル様より
児童擁護施設退所者支援活動について伺いました。

２０１８年 新しい年が始まりました。

昨年11月の鳥栖市議会議員選挙では、皆様の真心のご支援により、２期目の市政へ

と送りだしていただき、心より感謝の気持ちでいっぱいです。 『大衆とともに』 との公明

党立党精神を胸に、『笑顔あふれる街・鳥栖』を目指して頑張ってまいります。

市議選後、初の議会が１２月１日～２２日の会期で行われました。私は、議会運営委員

会・総務文教委員会・議会改革検討委員会と、一部事務組合議会では、環境施設組合

議会議員のご推挙をたまわりました。誠心誠意務めて参ります。
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ごあいさつ

10月11日 市議会だより編集委員会

16日 市選管事前説明会

25日 グリンピース ・えだまめクラブと懇談

28日 第22回秋の茶会の開会式

11月 1日 事務所開き

12日 鳥栖市議会議員選挙告示

19日 鳥栖市議会議員選挙投票日

26日 鳥栖市子連マラソン大会

23・27・30日 街頭演説鳥栖市8ヶ所

12月 1日～22日 12月議会

2日 市民フェスタ

3日 多胎支援を考える講演会参加（佐賀市）

16日 NPO法人ﾌﾞﾘｯｼﾞﾌｫｰｽﾏｲﾙ様を訪問

（児童擁護施設退所者⽀援）

17日 ミニ門松作り・餅つき

（鳥栖地区まちづくり推進センター）

24日 奇跡のサガン鳥栖上映会(フレスポ）

緒方孝市監督Ｖ２優勝祝賀会

3・12・19･28日 街頭演説 鳥栖市11ヶ所

主 な 活 動

「巣立ちセミナー」 とは、
社会へ巣立つ児童に対し、中学生の段階より将来
ひとり暮らしをするための社会常識教育の支援。

企業版ふるさと納税が認定！ 「スタジアムリニューアルによる魅力向上プロジェクト」

株式会社Cygames様より寄附の申出をいただき､ベストアメﾆティスタジ

アムの改修を行うもの。サガン鳥栖を通じたシビックプライドの醸成へ

繋げていくことが目的。 11月7日内閣府より認定を受けました。

◆私は、昨年3月の一般質問で自治体が民間企業に地方創生の取組

をアピールする 企業版ふるさと納税を取り組むべきだ と訴えました。

多胎支援を考える講演会
に参加☆

双子・三つ子ちゃんサークルの
グリンピース様・えだまめクラブ様より、
多胎育児の現状を伺いました。 （一般質問：2・３面掲載）

巣立ちセミナーに
参加☆
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12月2日 『鳥栖市民フェスタ』 で、
とすの手作りマーケットの石貫さん☆

鳥栖市内外でまちづくりや福祉、子育て支
援などに取り組む市民活動団体の活動報
告「市民フェスタ」がフレスポで開催され、
参加しました。市民活動の皆さま、いつも
大変にありがとうございます！

(トビトビなるままに)

2017年を振り返ってみますと、1月の唐津市
議選・白石町議選・北九市議選、7月の東京
都議選、10月の佐賀市議選、衆議院選、そし
て、鳥栖市議選と、選挙続きの一年でした。
ご支援頂きました皆さまに心より感謝と御礼を
申し上げます。悔しい思いもありますが、
さらなる党勢拡大につなげてまいります。
これからもよろしくお願い致します。

12月24日
広島東洋カープ 緒方孝市監督 V2記念祝賀会💫

ご参加の皆さまと、V2を喜び合いました。(*^^*) 

記念撮影には、いつも快く応えてくださいます。
監督は、人間力が大変素晴らしいです。

🎶 日頃の活動は、とびまつ妙子のホームページ・
Facebook・Twitter・LINEで、ご覧ください！

◆とびまつ妙子（飛松妙子）で検索。
LINEのID➡haruyuumoe2017.6

11月12日鳥栖市議選出陣式

皆様の真心を決して忘れません！

当選後初めての街頭演説☆池田利議員と
決意の街頭演説☆

事務所・遊説隊の皆さん、
7日間ありがとうございました！



※対象者は､準要保護児童生徒

 費　目  小学校児童  中学校生徒 

 新入学児童生徒学用品費

※新１年生で１学期の認定者のみ支給
４０，６００円／年 ４７，４００円／年 

申請手続：市内の市立小・中学校または教育委員会学校教育課で申請書を配布

「就学援助における前倒し支給」

が、３月に支給決定！

◆６月定例会の一般質問において、

『就学援助における入学前支給』 を可能にするための対応について、平成30年度

から実施できるよう予算措置等､の準備を進めることが重要であると訴えていました｡..

1-⑴ 平成24年～平成28年度までの
多胎児の出生の割合は、全国では1.00～
1.03％、県は0.72～0.94％で大きな変化ない。
比較すると
全国より、やや低く、
県より、やや高い
割合となっている。

答弁

【妊娠の課題】
死産率や乳児死亡率が高い。早産になるこ
とが多く、未熟児のリスクが高い。
【出産の課題】
出産予定日より早い時期から入院し安静が
必要。出産・育児に対する不安が強くなる。
【育児の課題】
未熟児で抵抗力が少ないために病気にか
かりやすい、発育が全体的に遅い傾向があ
る。母親への身体的精神的な負担が大きく、
育児不安や気苦労が多い。育児に関する
支出が一時的に集中。外出が困難である
等、様々な問題を抱えておられる。
市としても、このような現状を充分に理解し、
支援を行っていく。

1-⑵ 多胎児育児家庭に対する
支援について

①多胎児の出産、育児を経験された先輩
ママと繋げることができれば、不安を抱える
妊婦にとって、不安の軽減と大変心強い支
えとなります。出産後にもう一度改めて先輩
ママによるピアサポートにつなげていくこと
が必要です。本市が行っている、こんにちは
赤ちゃん訪問事業の中で、多胎児の家庭を
訪問する場合に、先輩ママによる訪問がで
きるような支援が出来ないか？

1-⑴多胎児出生の現状について
鳥栖市における５年間の多胎児の出生数や
出生率など、多胎出生の現状についてと、多
胎での妊娠、出産、育児にかかわる課題につ
いてどのように認識しておられるのか?

１．多胎児（双子や三つ子など)を安心して産み、育てられる環境づくりについて
２．女性や若者の声を市政に反映させる取り組みについて一般質問項目

１．多胎児（双子や三つ子など)を安心して
産み､育てられる環境づくりについて

質問

質問

質問

①生後４か月までの乳児全戸訪問
事業（こんにちは赤ちゃん事業）で、保健師・
助産師が早期に家庭訪問を行い､身体測定
や育児相談を行なっている。多胎児出産に
関しては、同じ経験をした方のﾋﾟｱ･ｻﾎﾟｰﾄの
必要性も大きく、利用者の希望を聞き、先輩
ママの同伴訪問も検討していきたい。

② 多胎児の育児サークル「えだまめ
クラブ」が、今年度より活動を再開され、同じ
多胎児の方のお話を聞いたり、悩みを共有す
ることで、お母さんたちの不安軽減につなが
っており、こうした集まる場があることは、大切
なことだ。今後は、「えだまめクラブ」とも連携
をし、情報提供等の支援に努めていきたい。

答弁

平成29年12月定例会

鳥栖市 双子 出生割合

H24 4件 0.54%
H25 6件 0.79%
H26 8件 1.08%
H27 11件 1.61%
H28 6件 0.86%

②子育てサークル（グリンピースや
えだまめクラブ）による支援とともに、行政の
支援も必要だと思いますが、多胎育児に関
する交流や教室の充実について、鳥栖市も
一緒に取組みができないか？

答弁

12月13日
本会議 一般質問

◆ １２月補正予算 の 主なもの

就学援助事業 ６５６．８ 万円



⑤パーキングパーミット制度では、妊
産婦の期間として、妊娠7カ月～産後3カ月
と定められているが、3カ月という目安は、あ
くまで単胎のお子さんの目安であり低体重で
生まれてこられた方は、その3カ月という期間
は入院をされていることも多い。期間の延長
を市独自で取り組むのは可能か？

2-⑴ 女性や鳥栖市を担う若者を対
象とした広報活動や女性や若者の意見を吸い
上げるための広聴活動について、女性や若者
の声を市政に反映させることへの見解を伺う。

2-⑴事業や施策について、市報や
市ホームページ、フェイスブック、ツイッターな
どを活用した情報発信を行っている。人口減
少及び少子高齢化社会などの進行、働き方
や個人の価値観、ライフスタイル等の生活形
態も時代の変化とともに多様化していく中で、
女性や若者などへ市政の参画を促し、ご意見
をいただくことは、今後の行政運営上におい
ても重要である。

答弁

2-⑵ 「市民提案箱」「ＷＥＢ提案箱」

の昨年度の提案件数は121件。性別や年齢

別の提案件数は把握していない。

「市民アンケート調査」の割合は、女性：50％

以上、２０歳代以下：10％未満。

各種審議会や委員会等への女性の参画目

標割合40％に対して昨年度末で31.82%。

若者の声を市政に反映させる取り組みでは、

「市長と語る！ふれあいトーキング」で、市内

の高等学校の生徒と意見交換。参加した高

校生から、「選挙の仕方を簡単にしたり、駅前

に投票所を作ったら投票率があがるのではな

いか」「鳥栖は交通の便がいいので、大きな

大会が開催できるような新しい体育館をつく

ってはどうか」など、意見が出された。

若者の声を施策に反映させる取り組みに、成

人式を二十歳の若者が企画から運営まで行

う実行委員会形式で実施している。

女性や若者などの声は､重要と認識している｡

今後も、女性や若者などの意見を市政に反

映できるような行政運営に努めて参りたい。

③約6割は妊娠37週未満の早産とな
り、約7割が2～8週間の管理入院をされてい
る。14枚の健診票で足りる方がほとんどだが、
多胎の場合は健診間隔が短く、特に妊娠後
期には頻回な健診が必要になり、14枚では
足りない方もおられる。市としても、出産育
児の経費がかさむなか、少しでも負担軽減
になるよう、検討してまいりたい。

2-⑵ 平成28年度の提案件数で、女
性からの提案件数、若者からの提案件数は
各々何件あったでしょうか。
女性や若者の声を市政に反映させるために
実施している具体的な取り組みについて伺う。

答弁

池田利幸議員の初めての一般質問

１．高齢者のサポート体制について

２．ミニバスの運用について

初の議会質問は、

市民の皆さまより頂いた

ご相談の中より一般質問。

質問

質問

質問

質問

答弁

④ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ・ｾﾝﾀｰ、ｼﾙﾊﾞｰ人材
センターの多胎児の利用料の軽減は？

③多胎の妊娠では、妊婦健診票の
14回では足りない場合がある。妊婦健診の更
なる支援が市独自で出来ないか？

④ﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰﾄ・ｾﾝﾀｰの利用料は、
兄弟の複数の子どもを預ける場合、2人目か
ら半額となる。
ｼﾙﾊﾞｰ人材センターの産前産後の家事・育
児支援は、1時間あたり270円の市の助成を
多胎児妊娠及び出産の場合は、通常より40
時間長く、100時間となっている。

質問

答弁 ⑤多胎児の出産の場合は、乳児を複
数連れて車の乗り降りをするため、産後3か月
を越しての利用ができるよう、期間を延長する
ことが望まれる。実施している佐賀県と、利用
しやすい制度になるよう協議をしていきたい。

２．女性や若者の声を市政に
反映させる取り組みについて

答弁


